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極超短パルス光で見る、操る、強相関電子系の光誘起相転移
講師 岩井 伸一郎 氏（東北大理、CREST）
日時 2013年 5月 17日 (金) 午後 4時 30分より
場所 16号館 827

遷移金属酸化物や低次元有機伝導体などのいわゆる強相関電子系においては、光励起をトリガーと
する絶縁体‐金属転移や磁気転移などの光誘起電子相転移が報告されている。特に、光誘起絶縁体－
金属転移 [1] は強相関系における光応答の最も劇的な例の一つとして注目され、強誘電性や超伝導
状態の光応答（あるいは光誘起超伝導の可能性）との関係からも興味が持たれてきた。我々はこの
状況を踏まえ、1)　電子的な秩序の光融解の機構の解明、と 2) 一つの秩序の融解を、別の秩序の
安定化にどうつなげるか、という２点にフォーカスを当てた研究を行ってきた [2-10]。
本講演では、有機分子結晶（(二次元 ET塩)）や遷移金属酸化物（LuFe2O4, LaCoO3）などの物
質における光誘起電子、磁気転移を、パルス幅が電場振動の 2-3周期の近赤外パルスやTHzパルス
を用いて探索した結果について紹介したい。
概要（予定）

1. 強相関電子系と光誘起相転移
2. 数サイクル赤外光の発生と極限時間分解分光
3. 光誘起相転移の初期過程 i) 分子性結晶

(a) 電荷秩序系（α-(ET)2I3、α-(ET)2IBr2）,θ-(ET)2RbZn(SCN)4）
(b) ダイマーモット系 (κ-(ET)2Cu[N(CN)2Br], κ-(ET)2Cu2(CN)3)、β-(ET)2ICl2）

4. 光誘起相転移の初期過程 ii) 遷移金属酸化物

(a) スピン転移（LaCoO3）
(b) 強磁性－反強磁性転移（LuFe2O4）

5. 今後の課題；モノサイクル瞬時励起が拓く新しい光物性
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○今後の予定 :

夏学期の物性セミナーの予定は下記のWEBページで公開しております．

5月 24日 富田裕介氏 (芝浦工業大学工学部)

GPU計算は量質転化をもたらすか?

5月 31日 堺和光氏 (東京大学大学院総合文化研究科)

6月 7日 吉田靖雄氏 (東京大学物性研究所)

スピンを見る顕微鏡
6月 21日 谷口淳子氏 (電気通信大学 大学院情報理工学研究科)

6月 28日 岸根順一郎氏 (放送大学)

カイラルらせん磁性体の物理

○物性セミナーのページ 「駒場物性セミナー」で検索！
○駒場セミナーカレンダー (駒場内のみアクセス可)

http://huku.c.u-tokyo.ac.jp/cgi-bin/webcal/webcal.cgi

物性セミナー世話人 : 加藤雄介 堺 和光 福島孝治 前田京剛 簔口友紀


